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今年の創造設計第二ではコースに RFIDタグが配置され,ゲート通過,コース選択,ゲートまでの距離の取
得など情報をやりとりすることになる. 本資料ではこの RFIDタグに書き込まれる情報,またゲート通過の
際に各班が書き込む情報の様式を述べる.
タグに書き込まれているコースの情報と各班が書き込む情報はアドレスが分けられている. 次の領域に

データを書き込むものとする.

• 各班がゲート通過時に記録する情報:00hバンクの 00hページから開始して 1ページ.

• コースの情報:01hバンクの 00hページから開始して 1～2ページ.

RFIDタグのフォーマット¶ ³
コースに配置されるタグにはゲート,情報 A,情報 B,はずれ情報 Bの 4種類がある. 詳しくは競技ルー
ルを参考にするとよい. 各タグには次のような様式でデータを記録しておく.

1. ゲートに配置されるタグ

• 「G:(ゲート ID)」. 例えばゲート IDが 4のゲートでは「G:4」.

• 各班が書き込む情報は班の番号を書き込む. 例えば 5班なら「05」

2. 情報 RFID-A(分岐点手前側)

• 「R:(最初に通過するゲート)>(二番目に通過するゲート)>(最後に通過するゲート)」例えば
通過順序が 2->1->3だとすると「R:2>1>3」.

3. 情報 RFID-A(分岐点上)

• 「r:(最初に通過するゲート)>(二番目に通過するゲート)>(最後に通過するゲート)」例えば
通過順序が 2->1->3だとすると「r:2>1>3」.

4. 情報 RFID-B

• 「D:(次のゲートまでの距離)cm」例えばゲートまでの距離が 200cmとすると「D:200cm」.

5. はずれ情報 RFID-B

• 「E:xxx」. 未知 RFIDエリアのはずれタグ.µ ´
警告

データを書き込む領域,読み込む領域をしっかり確認すること. コースの情報が
記録されている領域にデータを上書きすることが無いようにする. 情報 RFID-A
は分岐点上とその手前側で 2つ存在するが,ラベルで区別している (手前側が大
文字 R,分岐点上が小文字 r)ので注意すること.
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